
『
周
易
」
に
お
け
る
「
道
」

に

つ
、し

て

－
経
を
中
心
と
し
て
1

佐
　
　
藤

貢

党

　
本
稿
は
『
周
易
』
に
お
け
る
「
道
」
の
思
想
構
造
を
究
明
せ
ん
と
し
て

為
さ
れ
る
論
究
の
一
環
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
経
、
す
な
わ
ち
卦
文
辞
に
現

わ
れ
た
「
道
」
に
つ
い
て
の
考
察
を
、
当
面
の
課
題
と
し
て
い
る
。
本
論

に
お
い
て
も
触
れ
る
が
、
経
を
あ
え
て
伝
す
な
わ
ち
十
翼
（
後
述
）
よ
り

分
け
、
独
立
に
扱
う
に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
説
明
を
要
す
る
と
思
わ
れ

る
。
は
じ
め
に
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
一
口
に
『
周
易
』
と
言
っ
て
も
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
あ
る
、
経
と
伝

と
で
は
、
成
書
年
代
は
無
論
の
こ
と
内
容
的
に
も
相
当
に
隔
た
り
が
あ
る
。

成
書
年
代
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
暫
く
措
こ
う
。
ま
ず
、
内
容
的
側
面
か

ら
両
者
の
比
較
を
述
べ
よ
う
。

　
端
的
に
言
っ
て
、
経
は
実
際
の
占
い
に
供
さ
れ
る
占
笠
の
書
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
伝
は
そ
の
解
釈
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
伝
は
経
の
記
載
内

容
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
論
理
的
に
跡
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
、

本
来
の
占
笈
の
書
か
ら
儒
家
の
経
典
の
位
置
に
ま
で
高
め
た
と
言
え
る
。

逆
に
、
伝
に
開
陳
さ
れ
た
論
理
・
思
想
か
ら
遡
っ
て
各
卦
文
な
い
し
辞
の

意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
が
一
般
に
『
周
易
』
と
総

称
し
、
経
伝
を
合
わ
せ
て
一
ま
と
ま
り
の
論
述
体
系
と
看
傲
す
理
由
も

ま
た
こ
こ
に
あ
る
。
畢
境
す
る
に
、
易
的
論
理
が
伝
を
通
じ
て
、
は
じ
め

て
知
ら
れ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
唐
以
後
、
易
解
釈
の
方
法
論
の
上
か
ら
、
明
確
に
主
流
を
な
す
と
も
言

え
る
義
理
易
（
論
理
的
易
解
釈
）
の
伝
統
は
、
魏
の
王
弼
（
二
二
六
～
二

四
九
）
に
始
ま
る
。
そ
れ
が
前
漢
の
費
直
（
前
一
世
紀
ご
ろ
）
の
正
統
を

継
ぐ
と
さ
れ
る
の
も
、
か
か
る
点
に
大
い
に
関
連
が
あ
る
。
費
直
こ
そ
は

伝
を
以
て
経
を
解
し
た
最
初
の
人
で
あ
る
。
す
れ
ば
義
理
易
の
伝
統
は
解

釈
の
方
法
論
に
お
い
て
費
氏
易
を
襲
い
、
こ
れ
を
基
体
と
し
て
成
立
し
発

展
し
て
来
た
、
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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た
だ
、
本
稿
で
は
易
解
釈
と
易
の
思
想
研
究
と
を
区
別
し
て
考
え
る
。

こ
の
点
を
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
言
う
と
こ
ろ
の
易
解
釈
と
は
基
本
的
に
は
、
六
十
四
卦
三
百
八
十
四

叉
と
そ
れ
に
繋
属
さ
れ
た
辞
に
つ
い
て
、
全
篇
を
通
じ
て
矛
盾
な
く
意
味

を
取
る
こ
と
、
説
明
す
る
ζ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
卦

叉
（
辞
）
の
理
解
が
究
極
の
課
題
な
の
で
は
な
い
。
「
道
」
に
つ
い
て
の
記

述
か
ら
、
い
か
に
合
理
的
に
矛
盾
撞
着
な
く
意
味
を
取
る
か
と
い
う
こ
と

も
無
論
重
要
で
あ
る
が
、
も
っ
と
論
究
を
進
め
て
、
そ
れ
が
い
っ
た
い
い

か
な
る
思
想
的
意
義
を
有
す
る
の
か
を
究
明
す
る
こ
と
に
、
焦
点
を
絞
ろ

う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
道
」
の
思
想
研
究
が
目
的
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
の
易
解
釈
と
は
か
か
る
相
違
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
本
稿
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
一
旦
経
と
伝
と
を
分
け
て
別
々
に
検
討

を
加
え
た
後
、
改
め
て
両
者
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
一

層
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
思
想
研
究
に
と
っ
て
得
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
筆
者
の
窺
管
に
よ
れ
ぱ
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
最
も
明
瞭
に
打
ち
出
し

て
お
ら
れ
る
先
学
と
し
て
、
高
亨
氏
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
周
知
の
よ
う
に
氏
は
現
代
中
国
に
お
け
る
す
ぐ
れ
た
易
研
究
者
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。
や
や
長
文
に
及
ぶ
が
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
を
次
に
引

く
o　

　
易
伝
解
経
与
易
経
原
意
往
往
相
去
根
遠
、
所
以
研
究
這
両
部
書
、
応

　
　
当
以
経
観
経
、
以
伝
観
伝
。
解
経
則
従
笠
書
的
角
度
、
考
定
経
文
的

　
　
原
意
、
不
拘
牽
干
伝
的
説
釈
、
不
迷
惑
干
伝
的
為
経
所
塗
的
粉
墨
険

　
　
譜
、
這
様
才
能
窺
見
経
的
真
相
。
解
伝
則
従
哲
学
書
的
角
度
、
尋
求

　
　
伝
文
的
本
旨
、
探
索
伝
対
経
的
理
解
、
井
看
宿
那
一
点
与
経
意
相
合
、

　
　
那
一
点
与
経
意
不
合
、
那
一
点
是
経
意
所
有
、
那
一
点
是
経
意
所
元
、

　
　
這
様
才
能
明
確
伝
的
義
麓
。
（
『
周
易
大
伝
今
注
L
、
斉
魯
書
社
、
自

　
　
序
。
尚
、
簡
体
字
は
す
べ
て
改
め
た
が
い
ち
い
ち
断
ら
な
い
。
以
下

　
　
こ
れ
に
同
じ
。
）

右
の
論
旨
は
要
す
る
に
、
伝
の
解
釈
と
経
の
原
意
と
で
は
往
往
に
し
て
大

き
な
差
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
旦
は
経
は
経
、
伝
は
伝
と
し
て
考
え

て
み
る
必
要
が
あ
る
、
1
と
い
う
旨
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
下
の
論
述
に
あ
た
っ
て
は
あ
ら
か
じ
め
、
経
伝
の
お
お

よ
そ
の
構
成
年
代
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、

こ
れ
ま
で
に
為
さ
れ
た
諸
研
究
の
成
果
に
依
拠
す
る
こ
と
が
最
も
自
然
で

あ
ろ
う
。
概
括
的
に
述
べ
る
と
、
経
の
構
成
年
代
は
周
か
ら
戦
国
に
か
け

　
　
　
　
　
（
1
）

て
と
見
ら
れ
る
。
つ
い
で
に
伝
に
も
論
及
し
よ
う
。
周
知
の
と
お
り
、
伝

は
豪
（
上
下
）
、
象
（
上
下
）
、
文
言
、
繋
辞
（
上
下
）
、
説
卦
、
序
卦
、
雑

卦
の
七
種
十
篇
か
ら
な
る
。
無
論
、
一
人
一
時
期
の
作
で
は
な
い
か
ら
、

各
伝
の
先
後
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
複
雑
な
問
題
も
絡
ん
で
容
易
に
論

定
は
で
き
な
い
。
各
伝
の
先
後
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
、
全
体
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

春
秋
か
ら
前
漢
に
か
け
て
成
っ
た
と
見
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

二

経
す
な
わ
ち
卦
父
辞
中
、
「
道
」
の
文
字
は
全
部
で
四
ケ
所
に
見
え
て

い
る
。
六
十
四
卦
の
順
序
に
従
っ
て
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
小
畜
卦
。
初
九
。
復
る
に
道
よ
り
す
。
何
ぞ
そ
れ
答
あ
ら
ん
。
吉
。
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○
履
卦
。
九
二
。
道
を
履
む
こ
と
坦
坦
た
り
。
幽
人
（
隠
者
）
貞
し
く

　
　
し
て
吉
な
り
。

　
○
随
卦
。
九
四
。
随
い
て
獲
る
あ
り
。
貞
な
れ
ど
凶
、
手
あ
り
道
に
在

　
　
り
て
以
て
明
ら
か
な
れ
ば
、
何
の
答
か
あ
ら
ん
。

　
○
復
卦
。
卦
辞
。
復
は
亨
る
。
出
入
に
疾
な
し
。
朋
来
り
て
答
な
し
。

　
　
其
の
道
を
反
復
し
、
七
日
に
し
て
来
り
復
る
。
住
く
と
こ
ろ
あ
る
に

　
　
よ
ろ
し
。
（
芳
点
お
よ
び
カ
ッ
コ
は
筆
者
に
よ
る
。
）

い
っ
た
い
、
卦
叉
辞
の
一
字
一
句
を
、
そ
れ
が
記
さ
れ
た
本
来
の
姿
に
置

き
直
し
て
訓
む
と
い
う
作
業
は
、
し
ば
し
ば
困
難
に
直
面
す
る
。
た
と
え

ば
、
あ
る
卦
に
施
さ
れ
た
多
く
の
注
釈
は
、
あ
る
時
代
、
あ
る
時
期
の
思

想
的
傾
向
（
風
土
）
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。
あ
る
時
代
の
注
を
も
っ
て
、

解
し
た
の
で
は
お
よ
そ
本
来
の
意
味
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
諸

注
を
参
照
す
る
こ
と
は
お
よ
そ
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
も
、
虚
心
に
本
文

を
読
み
、
そ
し
て
い
っ
た
い
原
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
絶
え

ず
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
一
般
に
当
面
す
る
対
象
が
古
け
れ
ば
古
い

ほ
ど
、
哲
学
的
思
弁
的
な
意
味
1
た
と
え
后
世
、
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
せ
よ
1
を
持
ち
得
れ
ば
な
お
の
こ
と
、

か
か
る
困
難
さ
は
一
層
増
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
「
道
」
の
思
想
が
ま
さ

に
そ
れ
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
、
小
畜
卦
初
九
の
文
辞
に
注
目
し
、
こ
れ
を
細
か
く
分
析
し

て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
に
お
け
る
「
道
」
の
意
味
内
容
を
探
っ
て
い

こ
う
。
「
復
る
に
道
よ
り
す
」
と
い
う
一
文
は
、
「
復
る
」
の
意
味
か
ら
し

て
、
す
で
に
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
周
易
折
中
』
に
こ
の
点
の

要
約
が
あ
る
。

　
　
伝
義
、
皆
復
を
以
て
上
り
進
む
と
為
す
。
王
弼
の
旧
説
に
沿
う
な
q

　
　
大
畜
初
二
叉
の
比
例
を
以
て
こ
れ
を
観
れ
ば
、
王
氏
襲
氏
の
諸
説
を

　
　
長
ず
と
為
す
。
（
巻
二
－
七
）

す
な
わ
ち
、
程
頭
の
「
易
伝
」
、
朱
子
の
『
本
義
L
と
も
に
、
王
弼
の

　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

「
処
乾
之
始
、
以
升
巽
初
、
四
為
已
応
、
以
陽
升
陰
、
復
自
其
道
］
（
『
注

疏
」
巻
二
－
十
五
）
に
従
っ
て
、
「
復
」
を
「
上
進
」
と
解
し
た
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
、
大
畜
卦
初
九
・
九
二
の
交
辞
を
見
る
と
、
王
申
子
の
「
復
、
反
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
・
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

（
『
折
中
』
巻
二
－
六
）
、
及
び
襲
換
の
「
謂
復
於
在
下
之
位
不
進
也
」

（
同
前
）
の
解
釈
の
方
に
む
し
ろ
分
が
あ
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
　
『
折

中
L
の
論
旨
は
、
要
す
る
に
「
復
」
を
「
上
進
」
と
解
と
す
る
の
は
誤
り

で
、
「
返
」
と
す
べ
き
だ
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
『
折
中
L
の
案
語
は
、

諸
注
の
読
解
に
や
や
歪
曲
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
王
弼
の
注
（
前
掲
）
で

は
「
復
」
そ
の
も
の
を
明
確
に
解
し
て
は
い
な
い
の
で
、
■
折
中
L
の
案

語
に
反
論
す
る
根
拠
と
す
る
に
は
弱
い
。
し
か
し
、
程
頭
の
注
は
明
ら
か

に
『
折
中
』
が
示
す
論
旨
と
は
違
う
。
程
頭
の
注
に
は
、
「
初
九
陽
父
而

乾
体
、
陽
在
上
之
物
、
又
剛
健
之
才
、
足
以
上
進
、
而
復
与
在
上
同
志
、
」

（
同
前
）
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
初
九
は
小
畜
卦
一
≡
一
、
し
か
も
下
卦
（
三

～
乾
）
の
最
下
位
に
位
す
る
陽
文
で
あ
る
。
こ
う
し
た
剛
健
の
陽
は
本
来

●
　
　
　
●
　
　
　
0
　
　
●

上
に
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
上
り
進
ん
で
、
上

に
い
る
仲
間
の
と
こ
ろ
へ
「
復
帰
」
す
る
、
と
程
頭
は
解
釈
し
た
。
こ
れ

を
襲
っ
た
朱
子
の
『
本
義
。
に
も
、
「
下
卦
乾
体
、
本
皆
在
上
之
物
、
志

欲
上
進
」
（
同
前
）
と
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。
王
・

襲
注
と
右
の
両
注
と
の
違
い
は
、
初
め
に
い
る
と
こ
ろ
に
返
る
の
か
、
あ

る
い
は
本
来
あ
る
べ
き
所
に
復
帰
す
る
の
か
と
い
う
差
で
あ
っ
て
、
「
返
」
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と
「
上
進
」
と
の
差
異
で
は
な
い
。
「
か
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
何
ら
違

う
と
こ
ろ
は
な
い
。
「
復
」
は
か
え
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
問
題
は
次
の
「
道
」
に
あ
る
。
後
漢
の
学
者
許
慎
（
三
〇
～
一
二
四
）

の
『
説
文
解
字
。
は
、
文
字
の
古
義
を
窺
い
知
る
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

今
、
し
ば
ら
く
こ
れ
に
依
っ
て
み
る
と
、
「
道
」
の
古
義
を
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。
（
『
説
文
』
は
「
道
」
を
「
謹
」
に
つ
く
る
。
）

　
　
誰
、
、
所
行
道
也
、
瓜
走
首
、
一
達
謂
之
道
、
（
第
二
篇
下
）

「
道
」
は
も
と
人
が
「
行
く
と
こ
ろ
の
み
ち
」
で
あ
り
、
ひ
と
す
じ
の
み
ち

（
一
達
）
で
あ
る
。
清
朝
、
仁
宗
年
間
に
没
し
た
段
玉
裁
（
一
七
三
五
～
一

八
一
五
）
は
そ
の
注
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
毛
伝
毎
云
、
行
道
也
、
道
者
人
所
行
、
故
亦
謂
之
行
遣
、
之
引
伸
為

　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●

　
　
道
理
、
亦
為
引
道
、
（
同
前
）

こ
こ
で
重
要
な
の
は
「
之
れ
を
引
伸
し
て
道
理
と
な
し
、
ま
た
、
引
道
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
■

な
す
。
」
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
そ
れ
は
本
来
「
人
の
あ
る
く
み
ち
」
で
あ

っ
た
。
そ
こ
か
ら
引
伸
し
て
道
理
（
物
事
当
然
の
、
な
い
し
人
の
ふ
み
行

う
べ
き
正
し
い
み
ち
）
と
解
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
引
道
（
み
ち
び
く
。
「
道
」

は
「
導
」
に
通
じ
る
。
）
と
も
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
小
畜
卦
、
九
二
の
文
辞
に
戻
る
と
、
問
題
は
こ
の
「
道
」
が

単
に
「
あ
る
く
み
ち
」
か
、
そ
れ
と
も
引
伸
義
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
絞

ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
論
定
を
試
み
る
方
法
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ

よ
う
。
た
だ
卦
叉
辞
の
成
書
年
代
も
作
者
も
定
ま
ら
な
い
以
上
、
ど
う
い

っ
た
過
程
を
踏
ん
で
も
直
接
的
に
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
を
、
易
と
は
直
接
に
関
係
の
な
い
、

他
の
資
料
に
よ
っ
て
究
明
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
の

点
に
注
目
し
た
い
。
『
筍
子
』
等
に
小
畜
卦
初
九
の
叉
辞
が
引
か
れ
て
い

る
。
卦
叉
辞
の
解
釈
と
し
て
は
、
言
わ
ば
古
説
で
あ
る
。
は
じ
め
に
古
説

で
の
解
釈
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
解
釈
が
ど
こ
ま
で
時
代
を
湖
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
究
極
的
に
は
お
よ
そ
易
（
卦
文
辞
）
の
構
成
時
期

に
ま
で
そ
の
解
釈
を
及
ぼ
し
う
る
の
か
、
と
い
う
観
点
に
沿
っ
て
論
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

三

　
民
国
初
期
に
、
楊
樹
達
が
先
秦
か
ら
三
国
時
代
に
わ
た
る
典
籍
を
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

渉
猟
し
、
卦
文
辞
の
引
用
例
を
纏
め
て
『
周
易
古
義
L
の
一
書
を
草
し
た
。

小
畜
卦
初
九
の
項
に
は
『
萄
子
L
以
下
、
次
の
三
例
を
挙
げ
て
い
る
。
（
引

用
の
形
式
は
同
書
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
い
る
。
）

　
　
〔
荷
子
大
略
篇
〕
易
日
、
復
自
道
、
何
其
答
、
春
秋
賢
穆
公
、
以
為

　
　
能
変
也
、
（
「
吉
」
の
字
が
書
か
れ
て
あ
る
。
）

　
　
〔
呂
氏
春
秋
有
始
覧
務
本
篇
〕
安
危
栄
辱
之
本
在
干
主
、
主
之
本
在

　
　
干
宗
廟
、
宗
廟
之
本
在
干
民
、
民
之
治
乱
在
干
有
司
、
易
日
、
復
自

　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

道
、
何
其
替
、
吉
、
以
言
本
無
異
則
動
卒
有
喜
、
（
傍
点
筆
者
、
以

上
同
じ
）

〔
春
秋
繁
露
玉
英
篇
〕
故
斉
桓
非
直
弗
受
之
先
君
也
、
乃
率
弗
宜
為

君
者
而
立
、
罪
亦
重
実
、
然
而
知
恐
擢
、
敬
挙
賢
人
而
以
自
覆
蓋
、

知
不
背
要
盟
以
自
前
涜
也
、
遂
為
賢
君
而
覇
諸
侯
、
使
斉
桓
被
悪
而

無
此
美
、
得
免
殺
教
、
乃
幸
己
、
何
覇
之
有
、
魯
桓
忘
其
憂
而
禍
逮
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其
身
、
育
桓
憂
其
憂
而
立
功
名
、
推
而
散
之
、
凡
人
有
憂
而
不
知
憂

　
　
者
、
凶
、
．
有
憂
而
深
憂
之
者
、
吉
、
易
日
、
復
自
道
、
何
其
答
、
此

　
　
之
謂
也
、

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
荷
子
し
が
最
も
古
い
。
そ
の
大

略
篇
に
見
え
る
小
畜
卦
初
九
の
文
辞
の
解
釈
は
、
そ
れ
に
続
く
一
文
か
ら

知
ら
れ
る
。
「
春
秋
に
穆
公
を
賢
な
り
と
せ
る
は
、
能
く
変
ず
る
こ
と
を

為
せ
る
を
以
て
な
り
。
」
と
。
こ
れ
は
『
春
秋
公
羊
伝
』
に
見
え
る
、
秦
の

穆
公
の
故
事
に
由
来
す
る
。
穆
公
が
賢
者
と
さ
れ
る
の
は
過
ち
を
改
め
善

に
か
え
る
の
故
だ
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
「
道
」
と
は
善
に
帰
す
る
上
で

た
ど
る
べ
き
正
し
い
方
途
（
み
ち
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
．
胡
自
逢
は
、

「
許
穆
公
之
改
過
遷
善
、
則
以
復
自
道
之
『
道
』
、
為
行
為
之
規
範
、
皆
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

■
道
」
字
而
術
緯
其
義
也
、
」
と
説
明
し
て
い
る
。
氏
の
説
明
に
よ
っ
て
萄

子
の
意
図
は
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
こ
の
「
道
」
は
荷
子
に
よ
れ

ぱ
「
行
為
の
規
範
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
道
」
の
原
義
か
ら
の
「
術

緯
」
的
意
味
（
引
伸
義
）
で
あ
る
。
『
萄
子
L
に
は
他
所
で
も
易
の
威
卦
を

解
し
て
、
「
易
之
威
、
見
夫
婦
、
夫
婦
之
道
、
不
可
不
正
也
、
」
（
大
略
篇
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
道
」
は
規
範
的
意
味
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
。

　
三
つ
の
資
料
の
中
で
最
も
古
い
『
萄
子
L
に
お
い
て
す
で
に
か
く
の
如

く
で
あ
る
。
他
の
二
書
に
見
え
る
前
述
の
文
辞
の
弓
用
例
に
し
て
も
、
も

は
や
「
道
」
を
「
人
の
あ
る
く
み
ち
」
と
解
し
て
い
な
い
こ
と
娃
言
う
ま

で
も
な
い
。
芳
点
部
か
ら
顕
著
に
そ
れ
を
知
り
え
よ
う
。

さ
て
、
『
萄
子
』
に
お
い
て
す
で
に
「
道
」
に
つ
い
て
こ
う
し
た
捉
え
方
が

為
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
卦
叉
成
立
当
時
の
思
想
情
況
に
お
い
て
、

い
か
な
る
患
惟
の
も
と
に
、
そ
れ
が
為
さ
れ
た
か
を
窺
い
知
る
貴
重
な
手

が
か
り
と
な
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
「
道
」
の
理
解
が
、
『
孟
子
』
・

『
荘
子
』
等
々
、
ひ
い
て
は
『
論
語
L
・
■
老
子
』
に
淵
源
す
る
こ
と
は
い

う
に
及
ば
な
い
。
で
は
、
こ
こ
か
ら
た
だ
ち
に
か
の
叉
辞
本
来
の
意
味
を

論
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
『
老
子
L
の
成
書
年
代
は
今
も
っ
て
わ
か
ら
な

い
と
し
て
も
、
と
に
か
く
私
人
の
著
述
と
し
て
は
『
論
語
』
が
始
め
で
あ

ろ
う
（
態
友
蘭
『
中
国
哲
学
史
L
、
第
一
篇
、
第
八
章
、
老
子
及
道
家
中

之
老
学
）
。
し
か
し
、
『
論
語
』
と
い
え
ど
も
、
そ
の
成
立
を
、
紀
元
前
六

世
紀
、
春
秋
時
代
（
前
七
七
〇
～
前
四
〇
三
）
の
中
葉
以
前
に
ま
で
も
湖

　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
こ
で
、
前
述
し
た
卦
文
辞
の
成
書
年
代
に
関
す
る
先
学
の
業
績
を
、

今
一
度
点
検
し
て
み
よ
う
（
注
（
ユ
）
参
照
）
。
郭
沫
若
氏
を
除
い
て
、
諸

家
の
説
は
、
ほ
ぼ
西
周
時
代
と
推
定
す
る
（
就
中
、
屈
万
里
氏
の
説
が
武

王
の
頃
と
言
っ
て
、
も
っ
と
も
そ
の
成
立
を
古
く
看
傲
し
て
い
る
）
。
萄
子

の
「
道
」
解
釈
が
思
想
解
釈
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
が
本
来
の
意
義
と
い
い
う
る
か
否
か
、
こ
れ
を
別
な
資
料
に
よ

っ
て
論
証
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
■
書
経
L
（
尚
書
）
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
洪
範
」
に
は
、
「
無
有
作
好
、
遵
王
之
道
、
」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
道
」
の
原
義
か
ら
の
引
伸
義
と
見
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
今
少
し
く
『
書
経
L
の
構
成
を
問
題
と
し
よ
う
。
こ
の
点
に

関
し
て
、
原
富
男
博
士
が
『
補
史
記
芸
文
志
L
（
春
秋
社
）
に
て
、
貴
重
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な
示
唆
を
与
え
て
お
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
博
士
の
一
書
は
、
「
史
記
』
の

記
述
に
従
い
、
「
一
書
名
な
い
し
一
篇
名
あ
る
い
は
一
引
用
ご
と
に
、
そ
の

時
代
と
そ
れ
に
関
係
す
る
不
可
欠
の
人
物
お
よ
び
そ
の
記
述
の
だ
い
た
い

を
採
録
し
集
成
し
た
も
の
」
（
同
書
、
三
頁
）
で
あ
る
。
同
書
の
冒
頭
に

「
孔
丘
以
前
」
す
な
わ
ち
、
「
文
化
一
般
の
情
態
の
推
移
・
変
遷
に
即
す
る
時

代
の
区
分
で
は
、
曇
嬰
・
孔
丘
の
活
動
を
中
心
と
す
る
時
期
以
前
に
当
た

る
。
」
（
七
頁
）
と
い
う
分
類
が
為
さ
れ
て
あ
る
。
今
、
本
稿
に
と
っ
て
き

わ
め
て
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
ω
「
こ
の
時
期
で
は
、
の
ち
の
い
わ
ゆ

る
六
経
中
の
書
・
易
・
詩
が
、
だ
い
た
い
こ
の
順
序
で
成
立
し
て
在
」
（
芳

点
筆
者
、
同
書
八
頁
）
る
こ
と
、
『
書
経
』
に
関
し
て
の
見
出
は
計
四
十

七
篇
で
あ
り
、
②
「
そ
れ
ぞ
れ
…
…
下
の
王
朝
代
に
制
作
さ
れ
た
、
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
代
の
見
存
と
解
釈
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
」
（
原
文
そ
の
ま
ま
、
七
～
八
頁
）
こ
と
、
こ
れ
ら
二
点
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
し
ゆ
っ

こ
で
本
論
に
か
え
る
と
、
前
出
の
「
洪
範
」
は
博
士
の
見
出
に
見
え
て
い

な
い
。
無
論
■
史
記
L
の
記
述
が
す
べ
て
に
お
い
て
誤
り
な
い
と
い
う
確

証
は
な
い
。
し
か
し
、
新
た
な
事
実
が
発
堀
さ
れ
『
史
記
。
の
記
述
が
決

定
的
に
覆
え
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
資
料
と
し
て
の
価
値
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
．
）

高
い
と
思
わ
れ
る
。
原
博
士
の
■
史
記
』
を
基
本
資
料
と
し
て
著
さ
れ
た
、

同
書
に
依
る
こ
と
の
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
「
洪
範
」

に
論
及
す
る
の
を
こ
こ
で
は
控
え
る
。

　
博
士
が
挙
げ
ら
れ
た
四
十
七
篇
の
中
で
、
「
道
」
の
字
は
お
よ
そ
十
篇

に
看
取
で
き
る
。

　
　
ω
欽
崇
天
道
、
永
保
天
命
（
中
適
之
譜
）

　
　
②
天
道
福
善
禍
淫
、
降
災
干
夏
、
以
彰
豚
罪
（
湯
許
）

　
　
③
与
治
同
道
、
岡
不
興
、
与
乱
同
事
、
岡
不
亡
、
（
太
甲
下
）

　
　
ω
天
有
顕
道
、
豚
類
惟
類
、
（
泰
誓
）

　
　
⑤
惟
有
道
會
孫
周
王
発
、
将
有
大
正
干
商
、
今
商
王
受
無
道
、
（
武

　
　
　
成
）

　
　
㈹
乃
有
大
罪
、
非
終
、
乃
惟
雷
災
、
適
爾
、
既
道
極
豚
事
、
時
乃
不

　
　
　
可
殺
、
（
康
詰
）

　
　
㎝
又
日
、
天
不
可
信
、
我
遣
惟
寧
王
徳
延
、
（
君
爽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
㈹
乃
大
淫
昏
、
不
克
終
日
勧
干
帝
之
廼
、
（
多
方
）
孔
安
国
注
「
言

　
　
　
桀
乃
大
為
過
昏
之
行
、
不
能
終
日
勧
於
天
之
道
」

　
　
側
道
揚
未
命
、
命
汝
嗣
訓
、
（
顧
命
）

　
　
ω
皇
天
用
訓
豚
道
、
付
卑
四
方
、
（
康
王
之
譜
）

さ
て
、
■
史
記
』
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
と
す
れ
ば
ω
中
勉
之

諾
の
天
道
に
、
す
で
に
「
道
」
の
引
伸
義
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
中
勉
は
湯
王
の
臣
下
で
あ
る
。
単
純
に
考
え
れ
ば
こ

れ
が
書
か
れ
た
の
は
段
初
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
■
書
経
L
の
成
立
に

つ
い
て
よ
り
詳
細
に
語
る
余
裕
は
な
い
が
、
ω
を
含
め
⑤
の
武
成
ま
で
す

　
　
．
．
（
m
）

べ
て
古
文
で
あ
る
こ
と
は
い
ま
一
度
注
意
を
要
す
る
。
周
知
の
と
お
り
、

古
文
に
対
し
て
は
、
今
日
こ
れ
を
前
漢
末
の
劉
散
の
偽
作
と
疑
う
説
が
、

か
な
り
有
力
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
史
記
』
の
内
容
と
、
『
書
経
』

そ
れ
自
体
に
つ
い
て
の
、
今
日
に
到
る
先
学
の
研
究
と
を
総
合
す
る
と
、

A
ユ
X
な
い
し
今
・
古
文
の
双
方
に
見
え
る
㈹
康
詰
か
ら
ω
康
王
之
詰
の
各

篇
に
つ
い
て
、
お
よ
そ
こ
れ
ら
を
そ
の
時
代
の
見
存
と
認
め
て
よ
い
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
り
に
■
史
記
L
の
記
述
に
対
し
て
き
わ
め

て
慎
重
な
態
度
を
取
る
に
せ
よ
、
⑥
康
譜
に
見
え
る
「
道
」
の
用
例
を
そ
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の
時
代
の
見
存
と
見
る
の
は
、
極
め
て
確
か
ら
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
史
遷
は
遠
古
の
こ
と
は
■
遡
乎
」
と
し
て
わ
か
ら
な
い
、
と
は
言
っ
て
い

る
。
」
（
前
掲
書
、
八
頁
）
と
は
原
博
士
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
せ

よ
、
ど
の
よ
う
に
慎
重
を
期
し
た
と
こ
ろ
で
、
疑
い
を
完
全
に
払
拭
し
え

な
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
よ
う
。
た
だ
そ
れ
も
、
原
博
士
が
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
真
偽
相
半
ば
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
（
『
源
流
』
二
士
二
頁
）
。

　
さ
て
、
「
康
詰
」
は
、
康
叔
を
段
王
朝
の
跡
の
衛
に
封
ず
る
に
際
し
て
、

誠
め
と
し
て
成
王
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
説
に
周
公
の
作

と
も
い
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
論
旨
か
ら
す
る
と
、
こ
の
差
異
は
問
題
で
は

な
い
。
成
王
・
周
公
の
い
ず
れ
と
見
て
も
、
時
期
的
に
は
何
ら
変
わ
り
な

い
か
ら
で
あ
る
。
■
書
経
』
に
お
け
る
「
道
」
は
、
遅
く
と
も
周
王
朝
成

王
（
前
一
〇
二
四
～
一
〇
〇
五
）
の
時
期
の
記
事
に
記
さ
れ
て
あ
る
、
と

見
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
概
括
的
に
言
っ
て
、
古
文
は
今
文
よ
り
平
易
で
あ
る
。
た
と
え
ば
右
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
い
（
う
）

ω
②
の
天
道
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
「
路
」
な
い
し
「
言
」
か
と
い
っ
た
穿

襲
は
一
切
不
要
で
あ
ろ
う
。
天
道
と
あ
れ
ぱ
、
そ
れ
は
一
応
「
理
也
」
（
■
辞

海
L
）
と
把
捉
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
で
は
、
今
文
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
わ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
（
の
）

か
。
m
君
爽
の
我
道
、
あ
る
い
は
、
ω
康
王
之
詰
の
豚
道
な
ど
は
、
名
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●

（
み
ち
）
で
読
む
他
は
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
み
ち
は
歩
く
み
ち
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
も
ま
た
、
引
伸
義
で
あ
る
こ
と
は
自
ず
と
理
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
●
　
　
●
　
　
●

　
と
こ
ろ
が
、
湖
っ
て
㈲
康
詰
の
そ
れ
は
少
な
か
ら
ず
討
論
を
要
す
る
。

た
だ
幸
い
に
、
『
書
経
』
の
各
篇
は
、
易
の
卦
交
辞
と
は
異
な
り
、
各
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
●

あ
る
目
的
の
も
と
に
著
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
。
各
篇
の
内
容
そ
の
も
の
に

即
し
て
意
味
を
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
附
会
を
廻
避
す
る

最
も
の
ぞ
ま
し
い
方
途
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
康
詰
に
つ
い
て
も
右
に
挙

げ
た
部
分
の
、
さ
ら
に
前
半
部
か
ら
詳
し
く
見
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ざ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
じ

　
　
王
日
く
。
あ
あ
、
封
（
康
叔
の
字
）
よ
。
敬
し
ん
で
乃
（
康
叔
）
の

　
　
罰
を
明
ら
か
に
せ
よ
。
人
、
小
罰
有
る
。
管
（
あ
や
ま
ち
）
に
非
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
も
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

　
　
乃
ち
こ
れ
終
え
、
自
ら
不
典
を
作
し
て
、
式
て
し
か
る
。
豚
の
罪
小

　
　
な
る
有
る
も
、
乃
ち
殺
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
乃
ち
大
罪
有
る
、
終
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
た
吉
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
る
に
非
ず
。
乃
ち
こ
れ
置
災
（
あ
や
ま
ち
）
な
り
。
適
し
か
る
。
既

　
　
・
　
・
　
o
　
・
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
遣
極
豚
事
。
時
乃
ち
殺
す
べ
か
ら
ず
。

成
王
（
な
い
し
周
公
）
は
、
康
叔
を
誠
め
る
中
で
、
罰
則
の
適
用
を
厳
正

公
明
に
す
べ
き
こ
と
に
言
及
す
る
。
〈
人
が
小
罪
を
犯
し
た
と
す
る
。
過

失
か
ら
で
は
な
く
、
故
意
に
法
に
そ
む
く
行
為
を
は
た
ら
い
た
も
の
だ
。

そ
の
罪
は
た
と
え
軽
い
と
し
て
も
、
極
刑
を
免
れ
な
い
。
逆
に
、
大
罪
を

犯
し
た
者
が
い
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
終
始
一
貫
し
て
故
意
に
行
っ
た
こ

と
で
は
な
く
、
過
ち
か
ら
罪
を
犯
す
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
。

（
…
）
こ
の
場
合
に
は
処
刑
し
て
は
な
ら
な
い
。
V
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
み

　
「
既
遣
極
豚
事
」
の
後
半
部
に
は
、
「
そ
の
事
を
極
む
」
と
あ
り
、
要
す

る
に
く
量
刑
す
る
V
こ
と
で
あ
る
と
解
さ
れ
よ
う
。
す
れ
ぱ
こ
の
「
道
」

　
　
　
　
は
か
　
　
　
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
（
皿
）

は
、
刑
を
量
る
に
依
拠
す
べ
き
と
こ
ろ
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

そ
れ
を
具
体
的
に
、
法
律
と
解
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
「
既
に

道
も
て
そ
の
事
を
極
む
」
と
無
理
な
く
訓
め
る
（
意
味
を
と
れ
る
）
の
で

あ
る
。
一
説
に
こ
れ
を
「
道
う
」
と
い
う
訓
み
方
も
あ
る
。
『
漢
文
大
系
し

（
『
尚
書
L
巻
八
－
五
頁
）
で
は
そ
の
よ
う
に
訓
読
し
て
い
る
。
大
系
本
（
以

下
略
し
て
こ
う
称
す
る
）
は
も
っ
ぱ
ら
朱
子
の
弟
子
、
察
沈
の
『
集
伝
』

に
「
既
自
称
道
、
尽
輸
其
情
不
敢
隠
匿
」
（
同
前
）
と
あ
る
に
従
っ
た
も
の
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で
あ
る
。
察
沈
注
の
意
味
は
、
こ
れ
を
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
、
同
本
に

は
別
に
■
孔
伝
』
を
併
せ
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
点
に
ま
ず
注
目
し
た
い
。

本
稿
の
注
⑫
に
掲
げ
た
と
お
り
、
■
孔
伝
』
で
は
、
「
尽
聴
訟
之
理
、
以
極

其
罪
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
は
、
孔
穎
達
が
疏
で
、
「
尽
断
獄
之

道
、
以
窺
極
其
罪
」
と
受
け
て
い
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
『
孔
伝
』
は

本
文
の
「
道
」
を
「
理
」
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
言
う
」
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
察
沈
注
、
内
容
的
に
見
て
明
ら
か
に
『
孔
伝
L
に
抵

触
す
る
で
あ
ろ
う
。
孔
穎
達
が
『
尚
書
注
疏
L
を
撰
し
た
の
と
は
異
な
り
、

大
系
本
は
単
に
両
者
を
並
列
し
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
大
系
本
を
一
書
と

見
た
場
合
の
、
か
か
る
不
整
合
は
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
と
も
言
え
る
。
し

か
も
大
系
本
に
お
い
て
は
何
故
に
■
孔
伝
L
に
で
は
な
く
し
て
■
集
伝
L

に
依
っ
て
「
道
う
」
と
訓
ん
だ
の
か
、
こ
の
点
も
不
明
瞭
な
ま
ま
解
決
さ

れ
な
い
で
い
る
。

　
で
は
そ
の
察
沈
の
解
釈
に
注
目
し
よ
う
。
先
に
原
文
で
示
し
た
と
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

「
す
で
に
自
ら
称
道
し
て
、
こ
と
ご
と
く
其
の
情
を
輸
し
、
敢
え
て
隠
匿
せ

ず
。
」
と
言
う
。
〈
自
分
か
ら
述
べ
て
、
洗
い
凌
い
あ
り
の
ま
ま
を
打
ち

明
け
、
隠
さ
な
い
。
V
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
も
そ
れ
自
体
と
し
て
、
意

味
が
と
お
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
「
宰
」
は
た
だ
ち
に
「
情
」
（
こ
の
場
合
、

あ
り
の
ま
ま
の
事
実
、
と
解
さ
れ
よ
う
）
で
は
な
い
の
が
難
点
と
な
る
。

●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

あ
る
者
が
自
白
し
て
、
裁
く
者
が
刑
を
量
度
す
る
と
い
う
様
に
、
主
語
を

換
え
て
訓
め
ぱ
、
原
文
に
照
ら
し
て
見
て
、
か
え
っ
て
混
雑
す
る
。
そ
こ

を
巧
み
に
回
避
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
事
」
を
た
だ
ち
に
「
情
」
と
換
言

す
る
の
は
強
引
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
「
道
」
は
人
の
ふ
み
行

う
べ
き
こ
と
（
正
道
）
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
具
体
的
に
犯
罪
の

量
刑
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
、
所
謂
お
き
て
（
法
律
）
と
し
て
も
措
定
さ

れ
る
。

　
か
く
て
、
右
の
「
道
」
に
は
そ
の
原
義
か
ら
の
変
遷
（
引
伸
）
の
跡
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
か
か
る
「
道
」

の
思
想
が
、
周
初
（
成
王
の
頃
）
の
記
事
に
見
い
出
せ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
当
然
そ
う
し
た
思
想
的
背
景
の
も
と
に
、
卦
叉
辞
の
編
纂
が
為
さ
れ

た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
繰
り
返
す
が
卦
文
辞
の
戒
書
年

代
を
最
も
古
く
見
な
し
て
も
（
西
）
周
初
で
あ
る
。
そ
の
成
立
が
周
初
よ

り
以
降
だ
と
す
る
と
、
尚
の
こ
と
こ
の
論
定
が
確
か
な
も
の
と
し
て
首
肯

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
卦
文
辞
の
成
立
が
武
王
の
時
期
と
さ
れ

る
の
か
、
あ
る
い
は
成
王
の
頃
か
と
い
っ
た
細
か
い
詮
索
は
さ
ほ
ど
重
要

で
は
な
い
。
1
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
屈
万
里
氏
は
、
「
卦
文
辞
既
係

創
作
而
非
雑
纂
、
由
卦
文
辞
自
身
讃
之
、
既
有
三
処
足
以
讃
明
其
成
於
周

武
王
時
、
且
当
克
股
之
後
、
是
全
部
卦
文
辞
之
著
成
、
亦
当
此
時
、
可
無

疑
也
。
」
（
前
掲
論
文
、
九
十
八
頁
、
芳
点
筆
者
）
と
い
わ
れ
る
。
氏
の
所

説
の
論
拠
と
は
、
わ
ず
か
晋
卦
卦
辞
お
よ
び
随
卦
上
六
、
益
卦
六
四
の
叉

辞
に
あ
る
。
わ
ず
か
三
つ
の
箇
所
に
よ
っ
て
、
六
十
四
卦
三
百
八
十
四
叉

の
全
体
を
論
断
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
氏
の
周
到
な
業
績
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
に
わ
か
に
は
肯
定
し
難
い
。
し
か
も
氏
に
よ
れ
ば
、
「
武
王

時
」
は
さ
ら
に
「
克
段
之
後
」
と
規
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は

武
王
の
周
王
朝
を
打
ち
立
て
た
あ
と
の
在
位
期
間
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
と

こ
ろ
が
、
一
説
に
武
王
の
王
と
し
て
の
在
位
期
間
は
前
一
〇
二
七
～
一
〇

二
五
年
の
わ
ず
か
二
年
間
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
（
万
国
鼎
編
『
中
国

歴
史
紀
年
表
』
高
務
印
書
館
、
陳
夢
家
「
西
周
銅
器
断
代
H
」
、
『
考
古
学
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報
L
九
に
拠
っ
た
と
注
に
記
さ
れ
て
い
る
。
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
屈
氏
の

所
論
か
ら
は
、
何
も
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
数
年
、
あ
る
い
は

せ
い
ぜ
い
一
世
代
の
差
異
は
、
た
と
え
こ
れ
を
確
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
思

想
的
に
意
義
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
「
周
易
」
の
成
書

を
周
初
と
捉
え
て
お
く
。

五

　
こ
れ
ま
で
の
所
論
か
ら
、
要
す
る
に
次
の
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
秦
以
前
に
お
い
て
、
お
よ
そ
た
だ
一
人
易
に
論
及
し
た
儒
者
（
郭
沫
若

「
易
の
構
成
時
代
」
三
十
一
頁
）
で
あ
る
荷
子
に
よ
っ
て
、
小
畜
卦
九
■
二

の
交
辞
に
お
け
る
「
道
」
は
い
ち
早
く
「
道
理
」
と
し
て
把
捉
さ
れ
て
い

た
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
理
解
を
導
出
す
る
下
地
に
は
、
時
代
的
背
景
に

「
道
」
の
字
義
そ
の
も
の
の
変
遷
を
看
取
し
う
る
。
時
代
を
湖
っ
て
、
周

初
の
記
事
に
お
い
て
す
で
に
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
卦
叉
辞
の
編
纂
が
、
お
よ
そ
か
か
る
思
想
的
背
景
の
も
と
に
為
さ

れ
た
と
考
え
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
た
だ
ち
に
、
筍
子
の
解
釈
を
も
っ
て
、
周
卦

の
文
辞
に
お
け
る
「
道
」
本
来
の
意
味
と
捉
え
る
の
は
、
早
計
で
あ
る
と

す
る
議
論
も
予
想
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
卦
叉
辞
の
編
纂
そ
れ
自
体
か
ら

す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
思
想
的
状
況
は
あ
く
ま
で
外
的
要
素
に
す
ぎ
な
い
。

加
え
て
、
卦
叉
辞
の
素
材
と
な
っ
た
も
の
は
成
書
時
期
以
前
の
も
の
で
あ

り
、
「
道
」
の
意
味
は
む
し
ろ
、
よ
り
原
義
に
近
か
っ
た
は
ず
だ
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
当
然
こ
う
し
た
観
点
も
ま
た
考
慮
に
価
し
よ
う
。

　
こ
の
問
題
の
究
明
の
た
め
に
は
、
卦
叉
辞
本
来
の
性
幣
か
ら
説
き
起
こ

さ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
こ
の
点
に
つ
い
て
の
貴
重
な
示
唆

と
な
る
二
説
を
挙
げ
よ
う
。
ま
ず
内
藤
（
湖
南
）
説
に
よ
る
と
、
「
本
来
笠

な
る
も
の
は
巫
の
用
ひ
た
御
籔
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
委
し
く
云
ふ
と

各
々
の
卦
に
相
当
し
た
御
籔
が
あ
っ
て
、
更
に
其
の
御
籔
の
中
で
四
種
と

か
五
種
と
か
に
分
け
ら
れ
た
小
名
が
あ
り
、
之
を
占
は
ん
と
す
る
者
は
其

の
御
簸
を
引
い
て
そ
れ
に
出
て
く
る
幾
つ
か
の
小
名
－
そ
れ
が
即
ち
文

辞
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
ー
に
依
っ
て
巫
か
ら
判
断
し
て
貰
っ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
（
μ
〕

で
あ
ら
ふ
と
思
ふ
。
」
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
武
内
（
義
雄
）

説
は
、
「
私
は
易
笠
の
起
源
を
御
鍛
と
説
明
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
古
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゆ
う

亀
ト
の
頒
か
ら
出
た
も
の
と
考
え
見
た
い
。
…
さ
て
頒
は
ま
た
蘇
と
も
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
比
）

っ
て
亀
ト
の
占
辞
で
あ
る
。
」
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
巫
の
用
い
た
御
籔

。
と
い
い
、
亀
ト
の
碩
と
い
う
も
、
と
も
に
占
い
に
供
さ
れ
た
、
占
断
の
辞

で
あ
る
と
見
て
間
違
い
な
い
。
と
す
る
と
卦
文
辞
は
本
来
、
笠
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
卦
文
に
付
さ
れ
た
、
判
断
辞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

卦
文
辞
の
ど
の
一
句
を
解
釈
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
が
本
来
占
断
の
辞
で

あ
り
、
か
っ
ト
笠
の
書
と
し
て
の
、
易
の
卦
文
辞
に
記
さ
れ
た
も
の
だ
と

い
う
点
を
銘
記
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
は
「
道
」
の
原
義
が
素
朴
で
あ
っ
て
、
易
の
卦
文
辞
も
ま
た
相

当
に
古
い
も
の
で
あ
り
、
本
来
思
想
的
・
倫
理
的
意
味
を
汲
み
難
い
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

す
る
観
点
こ
そ
無
意
味
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
か
に
処
す
べ
き
か
と

い
っ
た
問
い
に
、
人
の
歩
く
道
路
を
以
て
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
占
い
を
要
請
す
る
人
に
も
、
そ
の
動
機
に
も
様
々
な
も
の

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
故
に
こ
そ
、
自
己
の
身
を
処
す
る
に
窺
し
て
占
っ
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た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
然
そ
れ
に
適
わ
し
い
対
応
が
為
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
要
す
る
に
、
卦
文
辞
は
、
人
の
諸
事
に
か
か
る
あ
ら
ゆ
る
運
用
に

応
じ
て
、
時
・
処
・
位
に
適
応
す
る
意
義
が
そ
こ
か
ら
導
び
か
れ
う
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
様
々
な
状
況
に

応
じ
、
人
が
依
っ
て
立
つ
判
断
基
準
、
な
い
し
材
料
を
提
供
し
う
る
も
の

と
し
て
の
、
易
の
存
在
価
値
が
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
当
面
の
論
究
の
対
象
で
あ
る
小
畜
初
九
の
文
辞
に
立
ち
戻
っ

て
論
じ
よ
う
。
端
的
に
言
っ
て
、
高
亨
氏
の
「
人
由
正
路
返
故
居
、
有
何

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

答
哉
、
自
為
吉
夷
。
」
と
す
る
理
解
こ
そ
、
か
か
る
叉
辞
の
真
義
を
説
き

切
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
正
路
と
は
、
人
に
接
し
、
事
に

処
す
る
上
で
の
正
し
い
仕
方
で
あ
る
。
現
代
中
国
に
お
い
て
、
幅
広
く
利

用
さ
れ
て
い
る
『
現
代
漢
語
詞
典
』
に
も
「
傲
人
傲
事
的
正
当
途
径
」
と

い
う
説
明
が
あ
る
。
こ
の
叉
辞
の
意
味
は
、
〈
人
が
正
路
を
た
ど
っ
て
も

と
の
居
場
所
に
か
え
る
。
ど
う
し
て
答
な
ぞ
あ
ろ
う
か
。
自
ず
か
ら
よ
い

結
果
（
吉
）
と
な
る
。
V
と
理
解
で
き
る
。

　
■
萄
子
』
に
お
い
て
、
こ
の
叉
辞
は
前
述
の
と
お
り
、
『
春
秋
公
洋
伝
L

の
記
事
に
由
来
す
る
、
穆
公
の
故
事
に
即
し
て
説
か
れ
て
い
た
。
穆
公
は

過
を
改
め
、
善
に
か
え
る
こ
と
の
故
に
賢
者
と
さ
れ
た
。
『
萄
子
L
に
。
開

陳
さ
れ
て
い
る
所
と
、
高
氏
の
解
釈
と
の
整
合
性
は
多
論
を
要
し
な
い
。

た
と
え
ば
、
「
故
居
」
は
、
倫
理
的
観
点
か
ら
い
う
と
、
人
に
か
か
る
、

よ
き
あ
り
か
た
の
お
お
も
と
と
し
て
、
こ
れ
を
善
と
捉
え
て
何
ら
不
自
然

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
重
ね
て
言
及
す
る
と
、
そ
こ
に
い
う
「
道
」
は
、
善

に
帰
す
る
に
辿
る
べ
き
正
し
い
方
途
、
と
い
う
こ
と
で
、
高
氏
が
示
し
て

お
ら
れ
る
解
釈
と
も
無
理
な
く
符
合
し
て
い
る
。

　
か
く
て
、
小
畜
卦
初
九
の
文
辞
に
見
え
る
「
道
」
は
、
端
的
に
い
っ
て
、

人
の
ふ
み
行
う
べ
き
正
し
い
み
ち
、
と
い
う
解
釈
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
卦
文
辞
の
成
書
時
期
に
お
い
て
、
「
道
」
を
そ
の
よ
う
に
捉
え
う

る
下
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
■
書
経
L
に
よ
っ
て
論
証
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
冒
頭
に
掲
げ
た
残
る
三
カ
所
の
「
道
」
に
も
論
及
す
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
結
論
的
に
は
、
右
に
論
究
し
た
以
上
の
、
思
想
的

内
容
を
、
そ
れ
か
ら
引
き
出
す
の
は
、
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
。
詮
索
す

れ
ば
、
か
え
っ
て
附
会
の
誹
り
を
免
れ
な
い
。
こ
こ
で
、
卦
交
辞
の
探
求

を
一
ま
ず
終
え
る
。
と
ま
れ
、
「
道
」
の
思
想
全
体
に
つ
い
て
の
解
明
は
十

翼
（
伝
）
の
検
討
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
も
っ
て
、
こ
の
点
に
少
し

く
触
れ
て
お
き
た
い
。
卦
叉
辞
（
経
）
に
お
い
て
は
、
「
道
」
は
人
に
か
か

る
諸
事
す
な
わ
ち
人
倫
的
世
界
、
そ
こ
に
お
け
る
規
範
と
い
う
意
味
を
越

え
て
は
い
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
を
「
道
」
の
理
法
的
性
格
と
言
い

あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
か
か
る
「
道
」
の
内
容
が
存
在
論
的
に
、

よ
り
一
層
深
め
ら
れ
、
宇
宙
論
に
ま
で
及
ん
で
「
形
而
上
者
」
と
し
て
指

定
さ
れ
る
に
致
る
に
は
、
十
翼
（
経
）
の
成
立
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
点
の
論
究
は
後
日
を
期
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

（
1
）
こ
こ
で
は
中
国
で
の
研
究
成
果
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
近
年
陳
金
生

　
氏
が
「
『
周
易
』
与
中
国
哲
学
」
を
著
わ
し
て
、
次
の
よ
う
に
要
約

　
し
て
い
る
。
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＊
「
学
術
界
主
要
有
三
説
、
一
為
西
周
初
説
（
顧
韻
剛
、
余
永
梁
、

　
　
懸
友
蘭
等
々
）
、
一
為
西
周
末
説
（
李
境
池
）
、
　
一
為
戦
国
初
説

　
　
（
郭
沫
若
）
」
（
「
文
史
」
第
十
四
輯
、
三
〇
四
頁
、
一
九
八
二
年
。

　
　
尚
、
中
国
語
の
簡
体
字
は
改
め
て
記
し
て
あ
る
。
以
下
同
じ
。
）

　
　
右
の
諸
家
よ
り
少
し
後
に
、
台
湾
の
屈
万
里
氏
は
「
周
易
卦
叉
辞

　
成
於
周
武
王
時
考
」
（
「
台
湾
大
学
文
史
哲
学
報
」
一
期
、
一
九
五
〇
）

　
と
革
し
、
そ
の
成
立
を
周
武
王
の
時
と
し
て
い
る
。

（
2
）
郭
沫
若
『
青
銅
時
代
』
（
た
だ
し
「
易
の
構
成
時
代
」
〈
『
思
想
』

　
昭
和
十
年
V
に
お
い
て
す
で
に
論
じ
て
い
る
。
）
、
李
鏡
池
■
周
易
探

　
源
』
、
武
内
義
雄
『
易
と
中
庸
の
研
究
』
等
を
参
照
。

（
3
）
初
九
、
有
属
、
利
娯
鯉
興
と
あ
り
。
己
む
に
よ
ろ
し
。
）

　
　
九
二
、
興
説
複
、
（
興
、
複
を
説
す
。
）

（
4
）
民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
年
）
に
著
わ
さ
れ
た
。
台
湾
大
通
書
局

　
印
行
本
（
六
十
三
－
六
十
四
頁
）
に
よ
る
。

（
5
）
『
先
秦
諸
子
易
説
通
考
』
（
文
史
哲
出
版
）
十
一
頁
。
民
国
六
十

　
三
年
。

（
6
）
『
論
語
』
の
思
想
が
、
単
に
春
秋
時
代
の
も
の
と
決
め
て
か
か
る

　
の
で
は
な
い
。
「
子
日
、
述
而
不
作
、
信
而
好
古
、
霜
比
於
我
老
彰
じ

　
（
述
而
篇
）
の
一
文
が
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
孔
子
は
祖
述

　
を
も
っ
て
自
ら
の
態
度
で
あ
る
と
し
た
。

（
7
）
王
世
舜
『
尚
書
訳
注
』
（
四
川
人
民
出
版
社
）

　
二
五
∫
六
頁
。
一
九
八
二
年
。

　
　
「
関
干
本
篇
産
生
時
代
、
人
椚
的
意
見
不
大
一
致
、
伝
統
的
看
法
、

　
　
比
較
多
的
学
者
認
為
産
生
干
戦
国
時
代
一

（
8
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
博
士
の
『
中
国
思
想
源
流
の
考
察
L
（
朝
日

　
出
版
社
）
に
詳
し
い
説
明
が
為
さ
れ
て
あ
る
。

（
9
．
）
こ
の
「
廼
」
は
「
道
」
に
同
義
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
！
0
）
簡
略
に
い
う
と
以
下
の
よ
う
な
事
柄
で
あ
る
。
秦
始
皇
帝
の
三
十

　
四
（
前
二
二
二
）
年
に
始
ま
る
焚
書
坑
儒
以
後
、
漢
代
に
な
っ
て
、

　
焚
書
を
の
が
れ
て
壁
に
塗
り
こ
め
ら
れ
て
い
た
書
物
が
、
っ
ぎ
っ
ぎ

　
に
掘
り
出
さ
れ
た
。
そ
の
一
っ
が
済
南
の
伏
生
と
い
う
人
物
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
●

　
て
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
漢
代
の
隷
書
で
書
か
れ
て
い
た
の
で
今
文

　
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
孔
子
の
旧
宅
か
ら
発
見
さ
れ
た
と

　
さ
れ
る
も
の
は
、
先
秦
の
字
体
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
が

　
　
●
　
　
・、

古
文
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
屈
万
里
『
尚
書
集
釈
』
（
聯
経
出

　
版
事
業
公
司
）
の
概
説
（
五
∫
三
十
一
頁
）
、
お
よ
び
王
世
舜
前
掲

　
書
、
前
言
（
一
－
十
四
頁
）
に
詳
し
い
説
明
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

（
1
1
）
王
日
、
鳴
呼
、
封
、
敬
明
乃
罰
、
人
有
小
罪
、
非
管
、
乃
惟
終
、

　
自
作
不
典
、
式
爾
、
有
豚
罪
小
、
乃
不
可
不
殺
、
乃
有
大
罪
、
非
終
、

　
乃
惟
管
災
適
爾
、
既
道
極
豚
事
、
時
乃
不
可
殺
、

（
1
2
）
孔
安
国
の
伝
に
「
尽
聴
訟
之
理
」
（
『
尚
書
注
疏
』
、
台
湾
芸
文
印

　
書
館
印
行
、
二
〇
二
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
唐
の
孔
頴
達
は

　
疏
で
「
尽
断
獄
之
道
」
（
同
前
）
と
い
う
。
ま
た
、
清
の
孫
星
術
は

　
「
以
正
道
尽
其
罪
」
（
「
尚
書
今
古
文
注
疏
』
、
台
湾
中
華
書
局
印
行

　
本
、
第
十
五
－
五
）
と
解
し
て
い
る
。

（
1
3
）
王
世
舜
は
前
掲
書
で
「
道
、
指
法
律
」
（
一
五
六
頁
）
と
説
明
し

－
て
い
る
。

（
1
4
）
「
易
疑
」
（
『
全
集
』
第
七
巻
所
収
、
四
十
五
頁
）
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（
1
5
）
『
易
と
中
庸
の
研
究
』
（
■
全
集
』
第
三
巻
所
収
、
一
一
〇
頁
）

（
1
6
）
文
字
、
文
献
等
の
な
い
、
た
と
え
ば
タ
ブ
ー
・
マ
ナ
信
仰
の
時
代
は

　
い
ざ
知
ら
ず
、
一
概
に
古
代
人
の
思
惟
構
造
そ
の
も
の
が
素
朴
で
あ

　
っ
た
、
と
い
う
想
念
も
ま
た
、
顧
慮
す
べ
き
価
値
の
な
い
も
の
と
い

　
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
た
だ
し
、
自
然
科
学
的
知
識
に
っ
い
て
は
別

　
で
あ
る
。
）
ち
な
み
に
、
労
思
光
氏
は
■
中
国
哲
学
史
L
で
こ
う
述

　
べ
て
い
る
。

　
　
「
大
雅
、
文
王
之
什
、
文
王
篇
、
結
尾
云
－
『
上
天
之
載
、
無
声

　
　
無
臭
、
儀
刑
文
王
、
万
邦
作
手
い
此
中
前
二
句
、
以
『
無
声
無

　
　
臭
』
以
描
述
『
形
上
天
』
之
特
性
」
（
友
聯
出
版
社
、
巻
一
、

　
　
八
頁
）

　
す
な
わ
ち
、
氏
は
■
詩
経
L
大
雅
に
み
え
る
「
無
声
無
臭
」
を
以
て
、

　
人
格
天
を
脱
却
し
た
、
形
而
上
的
天
の
描
出
と
し
て
捉
え
て
お
ら
れ

　
る
。

（
〃
）
■
周
易
大
伝
今
注
』
（
前
掲
書
、
＝
二
四
頁
。
芳
点
は
筆
者
に
よ
る
。
）

（
さ
と
う
・
こ
う
え
っ
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
学
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
於
香
港
中
文
大
学
）
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